
研 究 科 委 員 会 議 事 要 旭 

H 時 平 成 ② ① 年 ⑧ 月 ⑤ 日 ( 木 ) 士3時3 ⑤ 分 ① ④ 時 ⑤ 今 

場 所 _ ユ メ ン ヌ ホ ー ル 

出 席 者 _ 研 究 科 長 他 ⑤ ⑨ 名 

火 席 者 214 

海 外 渡 航 者 _ ④ 名 

叢 事 
( 協 畿 事 項 ) ` 

① . 課 程 博 士 学 位 論 文 の 判 定 に つ い て 
各 審 査 委 員 会 主 査 か ら 、 事 前 配 付 資 料 に 基 づ き 家 柳 結 果 の 説 明 が あ り 、 投票の結果3名 

を 合 格 と 判 定 し た 。 

2. 平 成 ② 0 年 度 博 士 前 朝 課 程 修 丁 者 の 判 定 に つ い て 
- 資 料 ① に 基 づ き 、 宏 議 の 結 果 、 計 ⑦ ⑧ 名 の 修 了 を 承 認 し た 。 

3. 平 成 ② 0 年 度 博 士 後 期 腸 程 学 生 の 単 位 認 定 に つ い て 
資 料 ② に 基 づ き 、 単 位 修 得 状 況 等 に つ い て 説 明 が あ り 、 宮 議 の 結 果 、 こ れ を 承 認 し 

た 。 追 加 が あ る 場 合 は 、 欧 回 宮 議 行 う 旨 併 せ て 説 明 が あ っ た 。 

④ . 平 成 ② 0 年 度 人 間 科 学 研 定 科 賞 受 賞 者 及 び 修 士 ・ 博 士 学 位 記 受 領 代 表 者 の 選 出 に つ い て 
資 料 ③ に 基 づ き 説 明 が あ り 、 露 議 の 結 果 、 原 案 と お り 選 出 す る こ と を 承 署 し た 。 

5. 学 生 異 動 に つ い て 
0 資 料 ④ に 基 づ き 説 明 が あ り 、 審議の結果 退 学 者 ② 0 名 及 び 休 学 者 ④ ⑥ 名 を 承 認 し た 。 

6. 平 成 ② ② 年 度 大 学 院 入 試 日 程 に つ い て 
資 料 ⑤ に 基 づ き 説 明 が あ り 、 宮 議 の 絞 果 、 停案とぉり承認した。 

( 報 告 事 項 ) 
① . 平 成 ② ① 年 度 研 究 生 ( 大 学 院 ) の 受 入 に つ い て 
資 料 ⑥ に 華 づ き 説 明 が あ り 、 ③ 名 を 合 格 と し た 旨 報 告 が あ っ た 。 

② 平 成 ② ① 年 度 秋 目 等 層 修 生 ( 大 学 院 ) の 受 入 に つ い て 
資 料 ⑦ に 基 づ き 説 明 が あ り 、 ② 名 を 合 格 と し た 是 報 告 が あ っ た 。 

3. そ の 他 、 
G CO モ E の 中 間 評 価 実 施 さ れ る 晩 報 告 が あ っ た 。 

以 上


